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■
「
阿
南
市 

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
開
催 

 

　
９
月
１７
日
、徳
島
県
阿
南
市
に
お
い
て
、

徳
島
大
学
と
徳
島
地
域
連
携
協
議
会（
県
、

県
教
育
委
員
会
、市
町
村
会
で
組
織
）は
、

阿
南
市
と
徳
島
県
の
共
催
を
得
て
、「
地

域
防
災
　
ま
ち
づ
く
り
　
ひ
と
づ
く
り
」

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
は
、昨
年

の
脇
町
に
引
き
続
き
２
回
目
と
な
り
ま
す
。 

　
当
日
は
、約
３
０
０
人
の
参
加
者
が
あ

り
、黒
田
副
学
長
及
び
岩
浅
阿
南
市
長
の

挨
拶
の
後
、川
口
三
重
大
学
大
学
院
助
教

授
か
ら「
防
災
教
育
　
大
学
と
地
域
の
連

携
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
、岡
部
環
境

防
災
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
「
徳
島
大
学
に
お

け
る
地
域
防
災
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て

の
報
告
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
「
災
害
に
生
き
残
る
　
人
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、中
野
工
学
部
助
教
授
（
環
境
防
災

セ
ン
タ
ー
）の
司
会
に
よ
り
、岩
浅
市
長
、

川
口
助
教
授
、岡
部
セ
ン
タ
ー
長
に
加
え

て
、石
本
徳
島
県
南
海
地
震
対
策
課
主
任

と
南
海
地
震
の
津
波
を
体
験
さ
れ
た
市

民
の
岡
部
氏
が
パ
ネ
ラ
ー
と
な
り
、そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
近
い
将
来
起
こ
り
う
る

南
海
地
震
へ
の
備
え
等
に
つ
い
て
貴
重
な

意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、最
後
に
会
場
の
参
加
者
を
交
え

て
意
見
交
換
や
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

 
■
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
５
開
催 

 

　
工
学
部
・
工
学
研
究
科
で
は
、本
年
で
５

回
目
と
な
る
「
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
０
５
」
を
９
月
３０
日（
金
）

に
知
的
財
産
本
部
と
の
共
催
で
開
催
し

ま
し
た
。 

　
当
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、工
学
部
・
大
学

院
工
学
研
究
科
等
に
お
け
る
研
究
成
果

を
広
く
地
域
の
人
々
に
公
開
し
、地
域
に

お
け
る
科
学
技
術
の
振
興
の
一
助
と
な
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
と
と
も
に
、本
学
部

の
研
究
活
動
の
情
報
公
開
や
研
究
内
容

の
説
明
責
任
、企
業
の
方
か
ら
の
共
同
研

究
の
シ
ー
ズ
の
提
案
な
ど
も
視
野
に
入
れ

て
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
内
容
は
、「
工
学
部
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

成
果
」
、「
工
学
部
・
大
学
院
工
学
研
究
科

の
研
究
成
果
」
等
２９
件
の
研
究
成
果
の
ポ

ス
タ
ー
展
示
及
び
に
担
当
教
員
に
よ
る
概

要
説
明
で
、４
０
０
人
を
超
え
る
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。 

　
参
加
し
た
企
業
の
方
か
ら
は
、「
学
術

関
係
者
と
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
は
、

企
業
の
活
性
化
に
非
常
に
有
用
で
あ
る
。
」

「
興
味
深
い
研
究
が
多
く
、参
考
に
な
っ
た
。
」

等
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

■
「
ｕ
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」
設
置 

 

　 
１０
月
１
日
よ
り
ｕ
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

　
本
セ
ン
タ
ー
は
、ｅ
ー
Ｌ
ｅ
ａ
ｒ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ

を
抱
含
し
た
ｕ
ー
Ｌ
ｅ
ａ
ｒ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
の
推

進
母
体
と
し
て
、全
学
で
の
役
割
を
目
指

し
ま
す
。 

　
現
在
は
、常
三

島
地
区
を
中
心
に

展
開
し
て
お
り
ま

す
が
、
高
度
情
報

化
基
盤
セ
ン
タ
ー
、

大
学
開
放
実
践
セ

ン
タ
ー
を
始
め
、

蔵
本
キ
ャ
ン
パ
ス

で
の
ｅ
ー
Ｌ
ｅ
ａ
ｒ

ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
等
と
も
連
携
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
の
活
動
は
主
に
以

下
の
通
り
で
す
。 

１ 

学
生
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上 

（１）
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
提
供（
高
度
情
報

化
基
盤
セ
ン
タ
ー
と
協
働
） 

（２）
Ｐ
Ｄ
Ａ
、携
帯
電
話
等
を
用
い
た
ｕ
ー

Ｌ
ｅ
ａ
ｒ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
の
提
供（
当
該
部
局
と
協

働
） 

（３）
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
用
い
た
ｅ
ー
Ｌ
ｅ
ａ

ｒ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
の
提
供（
高
度
情
報
化
基
盤
セ

ン
タ
ー
と
協
働
） 

（４）
履
修
登
録
シ
ス
テ
ム
の
提
供（
高
度
情

報
化
基
盤
セ
ン
タ
ー
と
協
働
） 

（５）
上
記
の
シ
ス
テ
ム
と
関
連
す
る
シ
ス
テ

ム
と
の
連
携（
各
セ
ン
タ
ー
と
協
働
） 

２ 

教
育
研
究
活
動
の
効
率
化 

（１）
Ｅ
Ｄ
Ｂ
の
拡
充
と
内
容
の
充
実（
Ｅ
Ｄ

Ｂ
開
発
グ
ル
ー
プ
と
協
働
） 

（２）
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ（
Ｈ
ｏ
ｔ 

Ｓ
ｐ
ｏ
ｔ
）の
設

置（
当
該
部
局
と
協
働
） 

３ 

経
費
の
効
率
的
な
活
用 

（１）
授
業
評
価
な
ど
の
Ｗ
ｅ
ｂ
ア
ン
ケ
ー
ト

シ
ス
テ
ム
の
提
供（
当
該
部
局
と
協
働
） 

（２）
電
子
会
議
シ
ス
テ
ム
の
提
供（
当
該
部

局
と
協
働
） 

 

■
学
生
の
保
護
者
代
表
と 

学
長
と
の
懇
談
会
開
催 

 

　
１１
月
２
日（
水
）、常
三
島
キ
ャ
ン
パ
ス

共
通
講
義
棟
大
会
議
室
で「
学
生
の
保
護

者
代
表
と
学
長
と
の
懇
談
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。 

　
こ
の
懇
談
会
は
今
回
で
７
回
目
と
な
る

も
の
で
、各
学
部
生
の
保
護
者
代
表
１３
名

と
青
野
学
長
、川
上
副
学
長
、黒
田
副
学

長
、中
村
副
学
長
及
び
各
学
部
長
等
が
出

席
し
ま
し
た
。 

　
青
野
学
長
か
ら
徳
島
大
学
の
現
状
に
つ

い
て
、黒
田
副
学
長
か
ら
地
域
連
携
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
後
、事
前
に
寄
せ
ら

れ
た
保
護
者
か
ら
の
意
見
・
質
問
に
対
し
、

川
上
副
学
長
、各
学
部
長
等
か
ら
詳
細
な

回
答
・
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

　
保
護
者
か
ら
は
、就
職
状
況
、来
年
度

よ
り
開
始
さ
れ
る
歯
科
医
師
臨
床
研
修

制
度
及
び
薬
学
教
育
体
制
、学
生
の
大
学

運
営
へ
の
参
加
を
促
進
す
る
取
り
組
み
、

産
学
連
携
体
制
等
に
つ
い
て
意
見
・
質
問

が
出
さ
れ
、徳
島
大
学
の
教
育
、研
究
、社

会
貢
献
へ
の
取
り
組
み
の
関
心
の
高
さ
を

再
確
認
さ
せ
ら
れ
る
懇
談
会
と
な
り
ま
し

た
。 

 

■
第
５３
回
徳
島
大
学
祭
開
催 

 

　
１１
月
３
日（
木
）〜
５
日（
土
）ま
で
の

３
日
間
の
日
程
で
、第
５３
回
徳
島
大
学
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
の
常
三
島
祭
テ
ー
マ「
絆
」
に
は
、

何
か
一
つ
大
き
な
こ
と
を
成
し
遂
げ
よ
う

と
す
る
と
き
、一
個
人
の
力
は
実
に
儚
い
も

の
で
、時
に
は
悩
み
苦
し
む
と
き
も
あ
る

が
、仲
間
と
の
絆
を
感
じ
る
こ
と
で
、ど
ん

な
困
難
も
乗
り
越
え
ら
れ
る
と
の
思
い
が
、

ま
た
、蔵
本
祭
テ
ー
マ「
ぶ
っ
ち
ぎ
り
。
」に

は
、自
分
が
す
べ
き
こ
と
や
、自
分
に
合
っ

た
も
の
、そ
し
て
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
・・・

そ
う
い
っ
た
見
え
な
い
方
位
磁
針
を
手
に
、

が
む
し
ゃ
ら
に
突
き
進
む
！
そ
う
す
れ
ば
、

今
ま
で
見
え
な
か
っ
た
新
し
い
世
界
が
き
っ

と
目
の
前
に
広
が
っ
て
く
る
と
の
思
い
が
、

そ
れ
ぞ
れ
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
主
な
企
画
の
入
場
者
概
数
は
、常
三
島

祭
で
は
、「
大
杉
漣
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
」
が

４
０
０
人
、「
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
フ
ス
ペ
シ
ャ

ル
ラ
イ
ブ
」
が
４
５
０
人
、「
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｌ
Ｆ

Ｕ
Ｒ
Ｕ 

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｓ 

ｉ
ｎ 

２
０
０
５
」が

１
８
０
人
、フ
ァ
イ
ヤ
ー
ス
ト
ー
ム
が
１
０

０
人
、大
学
開
放
実
践
セ
ン
タ
ー
企
画
が

１
２
０
人
、学
生
相
談
室
企
画
が
１
２
０

人
で
、３
日
間
の
総
入
場
者
数
は
約
６
、０

０
０
人
で
し
た
。 

　
ま
た
、蔵
本
祭
で
は
、「
Ｙ
Ｕ
Ｉ
コ
ン
サ
ー

ト
」が
５
２
０
人
、「
今
年
も
吉
本
が
く
る
」

が
４
５
０
人
、「
解
剖
病
理
展
」
が
３
２
０

人
、「
歯
科
検
診
」が
１
０
０
人
、「
栄
養
展
」

が
５
０
０
人
で
、３
日
間
の
総
入
場
者
数

は
約
１
０
、０
０
０
人
で
し
た
。 

　
初
日
昼
頃
、一
時
雨
が
降
り
ま
し
た
が
、

２
日
目
・
３
日
目
と
も
に
晴
天
に
恵
ま
れ
、

実
行
委
員
の
頑
張
り
も
あ
っ
て
３
日
間
と

も
に
各
企
画
は
予
定
ど
お
り
実
施
で
き
、

入
場
者
も
昨
年
よ
り
か
な
り
多
く
成
功

裡
に
終
わ
り
ま
し
た
。 

 

■
次
期
学
長
に 

青
野
現
学
長
を
再
任 

 

　
１１
月
２１
日
、法
人
化
後
、初
の
学
長
選

考
会
議
を
開
催
し
、次
期
学
長
候
補
者
に

青
野
敏
博
現
学
長
を
選
出
し
ま
し
た
。 

　
同
日
午
後
開
か
れ
た
記
者
会
見
で
、学

長
は
、２
期
目
に
あ
た
り
、学
部
・
大
学
院

の
改
組
、運
営
費
交
付
金
の
漸
減
と
対
応

策
、事
務
改
善
に
向
け
て
計
画
、施
設
整

備
の
充
実
、教
員
業
績
評
価
・
処
遇
制
度

の
定
着
化
等
に
つ
い
て
抱
負
を
述
べ
ま
し

た
。 

　
任
期
は
、平
成
１８
年
１
月
１０
日
か
ら
平

成
２２
年
１
月
９
日
ま
で
の
４
年
間
で
、
１２

月
上
旬
に
文
部
科
学
省
へ
任
命
の
手
続
を

行
い
、平
成
１８
年
１
月
１０
日
文
部
科
学
大

臣
か
ら
正
式
に
発
令
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

 

■
徳
島
大
学
工
学
部
と 

阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校
が 

教
育
・
研
究
交
流
協
定
を
締
結 

 

　
徳
島
大
学
工
学
部
は
、阿
南
工
業
高
等

専
門
学
校
と
相
互
に
連
携
し
、教
育
・
研

究
等
の
交
流
と
協
力
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
・
研
究
の
充
実

を
図
り
、さ
ら
に
は
地
域
社
会
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
教
育
・
研
究
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。 

　
１１
月
２２
日
に
徳
島
大
学
工
学
部
で
行

わ
れ
た
調
印
式
に
は
、徳
大
工
学
部
か
ら
、

矢
野
米
雄
工
学
部
長
、近
藤
光
男
副
学
部

長
、河
村
保
彦
教
務
委
員
会
副
委
員
長
が
、

ま
た
、阿
南
高
専
か
ら
は
、米
山
宏
校
長
、

森
住
昇
教
務
主
事
が
出
席
し
、協
定
書
を

取
り
交
わ
し
ま
し
た
。
協
定
締
結
に
よ
り
、

両
校
の
履
修
単
位
を
相
互
に
認
定
す
る

単
位
互
換
制
度
や
共
同
研
究
の
進
展
が

期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、学
術
情
報
の
交
換
、教
員
及
び

技
術
職
員
の
交
流
、研
究
施
設
・
設
備
の

共
同
利
用
等
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、今
後
、

具
体
的
な
計
画
を
詰
め
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
な
お
、よ
り
専
門
性
の
高
い
授
業
を
大

学
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
阿
南
高
専
で
は
、学
生
４
人
が
早
速
、こ

の
単
位
互
換
制
度
を
利
用
し
、
１２
月
か
ら

同
大
の
「
電
子
デ
バ
イ
ス
工
学
」
、「
機
械

電
子
材
料
学
」
と
い
っ
た
授
業
科
目
を
履

修
す
る
予
定
で
す
。 

徳
島
大
学
地
域
・
国
際
交
流
プ
ラ
ザ
（
日
亜
会
館
）
の 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
名
称
決
定 

７１
件
の
応
募
が
あ
り
、選
考
の
結
果 

「
ガ
レ
リ
ア
新
蔵
」
に
決
定
し
ま
し
た
。 

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

★
最
優
秀
賞 

工
学
部
電
気
電
子
工
学
科 

伊
坂 

勝
生
さ
ん 

「
ガ
レ
リ
ア
新
蔵
」 

 

★
優
秀
賞 

総
合
科
学
部
自
然
シ
ス
テ
ム
学
科
４
年 

金
田 

愛
衣
美
さ
ん 

「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」 

★
優
秀
賞 

大
学
院
工
学
研
究
科
エ
コ
シ
ス
テ
ム
工
学 

渡
辺 

公
次
郎
さ
ん 

「
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
」 

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
蔵
本
地
区
分
室
開
設 

 

　
９
月
よ
り
蔵
本
会
館
２
階
に
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
蔵
本
地
区
分

室
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。 

　
開
室
時
間
は
月
火
木
金
の
１３
時
か
ら
１６
時
ま
で
で
、看
護
師
が

常
駐
し
て
お
り
、開
室
時
間
中
は
病
状
の
相
談
と
投
薬
、お
よ
び
軽

い
怪
我
の
処
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。ま
た
、血
圧
計
、身
長
体
重
計
、

視
力
計
も
設
置
し
て
あ
り
、健
康
管
理
に
も
利
用
で
き
、体
調
の
悪

い
と
き
は
ベ
ッ
ド
で
休
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。 


